
Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

コ ン ク リ
ート工 学年次論文集，Vol．28，　 No．1， 2006

論文　中庸熱 セ メ ン トを用 い た モ ル タ ル お よび コ ン ク リー トの 含 水率分 布

　　　　に関す る基礎 研 究

吉岡　昌洋
’1 ・樋渡　健

n ・松 田　拓
’3 ・柳田　淳

一’4

要旨 ： 中庸熱ボル トラ ン ドセ メ ン トを用い た コ ン ク リ
ー

トにお い て ，乾燥開始時期が表層 コ

ン ク リー トの 品質に及ぼす影響を明 らかにす るため に，表層か らの 水分逸散による乾燥 と含

水率の 関係 に着 目 し，部材 をモ デ ル 化 した供試体 に お ける含水率 分布測定お よび厚 さの 異な

る供試体 に よる質量減 少率測 定を実施 した。そ の 結果 ，使用 セ メ ン ト種別や 水 セ メ ン ト比 に

つ い て 乾燥 開始 時期の差異 による傾 向を捉 えた上 で ， 乾燥開始 時強度が含水率分布傾 向 と密

接な関係 に あ る こ とが確認 され た 。
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1． はじめ に

　近年 ， コ ン ク リ
ー

トの ひび割れ挽制や 高強度

コ ン ク リ
ー

トへ の 対応等 を 目的 と し
，

建 築 工 事

に て 中庸熱ボ ル トラ ン ドセ メ ン トを使用する事

例が増加 しっ っ あ り，中庸熱セ メ ン トを用 い た

コ ン ク リ
ー

トの 品質 へ 及 ぼす初期乾燥 の 影響 に

っ い て も種 々 の 研究がな されて い る
1）’2）

。

　 コ ン ク リ
ー

トは
一

般 に初期乾燥 を受けない程，

表層部 の 細 孔構 造が緻密化 し ， 表面 か らの 水 分

の 逸散 は 緩慢 とな る事が 予想 され る。しか しな

が ら，材齢初期に 乾燥 を受ける こ とで ，水和反

応が阻害 されて 圧縮強度や耐久性等の 品質 へ 影

響を及 ぼすこ と が懸念 される 。

　一方 ，普通 ボ ル ト ラ ン ドセ メ ン トや 早 強 ボ ル

トラ ン ドセ メ ン トは，圧縮黻 が 10Nlmm2 以上

得 られ た こ とを確認 して 湿潤養生 を打ち切れ ば，

十分な湿潤養 生を施 した 場合 と比較 し て ，強度

発現性 や耐 久性 が特 に劣 らな い こ とは経 験 上知

られて い る
3）

。 しか し ， 表層 コ ン ク リ
ー

トの 品質

につ い て の 規格試験方法 や ， 基準値が ない こ と

もあ り，中庸熱セ メ ン トを用 い た 場合 の 乾燥 の

影響が必ず しも明確では な い。

　本報で は，中庸熱セ メ ン トを用い た場合に 乾

燥開始時期 の違い が表層 コ ン ク リー ト品質に ど

の 様な影響 を与えるか を把握する た め ，水分の

逸散 に 着 目 し た 実験 を行 な っ た 結 果 と 得 られ た

知見 を報告する。

2． 実験概要

2．1 実施概要とその 目的

　本研究では以下 の 2ケ
ー

ス の 実験を実施 した 。

D モ ル タル 含水率分布測 定試験 （実験 A ） ：コ ン

　ク リ
ー

ト部材 の モ デ ル 化 供試体に て ，乾燥面 か

　らの 深度毎に質量含水 率を測定 し，表 面か ら乾

　燥する場合に ， 乾燥開始時期が含水率 分布 に ど

　の様な影響を与 え る か を検討 し た 。

2）厚 さ の 異 な る 供試 体 に よ る 質量減 少 率 試験

　 （実験 B ）：厚 さの み を変えた供 試体 に て ， 乾

　燥開始時期に伴 う質量変化量 （水分逸散量）を

測定 し，そ の 経時変化 にっ い て 検討 した 。

2．2　実験要因 と水準

　実験 A ， B それ ぞれ の 実験要 因 と水 準 を表一1

に 示 す 。 供試体作製に 用 い た コ ン ク リ
ー

ト試料，

乾燥開始材齢お よび 試験環境は 両実験に て 共通

要因 と した。 コ ン ク リ
ー一

トの 調 合お よび使用材

料は表一2 の通 りで ある。調合は，目標 ス ラン プ

＊1 （株）長谷工 コ ーポ レーシ ョ ン 　技術研究所　工 修　　（正会員）
ホ2　東亜建設 工 業 （株）　 技術研 究開発 セ ン タ ー （正 会員）
串3　三井住友建設 （株）　 技術研究所　 工 修　　（正会員）
．4　大木建設 （株）　 建設本部建設技術部 （正 会員）
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18cm
， 空気量 4．5％ と し， 単位水量は調合に より

異な り 175〜184kg／ m3 の 範囲と した
。

ま た
， 試

料に 用 い た モ ル タ ル は ，コ ン ク リー トを 5  ふ

る い で ウ エ ッ トス ク リー
ニ ン グ し て 得 られ た も

の とした 。 各実験 にお ける調 合種 別 と乾燥 開始

時期の
一

覧表を表一3に，そ の記号を表
一4示す。

2．3　試験方法

　 （1） モ ル タル 含水率分布測定試験 （実験 A ）

　厚 さ 40cm の 部材 の 乾燥状態 を モ デル 化 し ，

10xlOx40cm の 小 口 部分 （□ 10x10   ） の 両端 面

を乾燥面 と し，乾燥面 か ら の 深 度毎に材齢 28 日

の 質量含水率分布 を乾燥質量法に て測定 した 。

　供試体 の 概要 を図
一1 に示 す。

　 なお ， 試 験手順は以下 の 通 りで ある 。

1）モ ル タル 試料 に て 10xlOx40cm の 供 試体を各

　水 準 で 1体ず っ 作製 した。また ，打込み上 面は

　シー トで 覆い 水分の逸散を防止 した。

2）所 定の材齢で 型枠を脱型 し，両端面を開放 し ，

　そ の 他 は封 か ん状 態 と して温 度 20℃，湿 度

60％ RH の 環境下 で 乾燥を開始 し た。

3）材 齢 28 日 に て 所 定の 位置 で 無水状況下 に て 割

　裂 切断 し，1供試体か ら 10試験片を採取 し た 。

4）採 取試験 片 の 質量測 定後，105℃ の 乾燥炉 で乾

　燥 して絶乾質量 を測定 し， 質量含水率 を求 め，

　試 験片 中心位置に お け る含水 率と した 。

　 （2）厚 さの 異な る供試体に よ る質量 減 少率 試

験 （実験 B ）

　厚 さ t ← 奥行き）の 異なる供試体を作製 し，

乾燥開始材齢 を変え て
一

定環境下 で 乾燥 させ ，

乾燥期間に伴 う質量減少 量 を測定 した 。 供試体

の 概要を 図
一2 に 示 す。

　 なお，試験手順は 以下 の 通 りで ある。

1）10× 40cm の 寸法で，コ ン ク リー トは厚さ 25〜

20．O　cm の 4 種 ，
モ ル タ ル は厚 さ 1．25， 2．5　cm

　 の 2種 の 供試体を作製 した 。 また ， 打込み上面

　は シ ー
トで 覆い 水 分 の 逸散を防止 し た 。供試体

　数は 2 体と し 、 厚 さ20．Ocm の み 1体 と した。

2）所定の材齢経過後に 型枠を脱型 して ，直 ちに質

　量を計測 した 。

3）10× 40cm の 1側面の みを開放 し，そ の他の 面

表
一1　実験要因と水準

要　 因　 　 　　 　 　　 　　 水　 準

セメン ト種別
普通 ボル トラン ドセ メン ト（N ＞

中庸 熱ボ ル トラン ドセ メン ト（M ）
実験へB

　共通
水セメント比 N の ケ

ース；55％，M の ケース ：45．55％
乾燥開 始材齢 1，2，4，7日

試験環境 温度：2肚 1℃ ，湿 度：60±3％RH

1）0
〜2．0  　 2）2．0〜4．0 

試 験片採取 位置
（乾 燥面 か らの 距 離 ）

3）4，0〜6．Ocm　　　4）9，0〜11．0 

実験A
5）18．0〜20．0 

含水 率 測定時期 材齢28日

モ ル タル 　 ：L25，2，5  

実験B
試験体の 厚さ

コ ン クリ
ー

ト：2．5，5．0，10．0，20，0  

含水率測定時期 乾燥期間　 ：1，2，4，7，14，28，56，91 目

表一2　 コ ン ク リー トの 調合と使用材料

単位量 　（k ／ m3 ）
謂 合種別

WIC

（％）

s〜a

（％ ）
C　 　　 W 　　 　 SGAd

N5555 ．047 ．03241788279463 ．24
M5555 ．047 ．63181758459463 ．18
M454iO44 ．64091847499464 ．09

C ：

WSG

闇

N ＝普通ボル トラン ドセメン ト（密 度3．1691cm3） （T社製 ）

MF 中庸熱 ボル トラン ドセ メント樒 度3．2191crnS） （T社製）

工業 用水 及び 上澄 水

鹿 島 産砂 （表 乾密 度Z59g 紀m3 吸 水率 2．35％）と鹿 沼産砕砂

（表 乾密 度2．62gtern3’吸 水率 L98 ％ ）を容 積比 7 ；3 で混 合

鹿沼 産2005砕石 （表 乾密度26491erni，吸水 率0、96°f。）

AE減水剤　（F社製 ）

表
一3　実験 水準

一
覧表

乾燥閉始材齢 （日）

1 2 4 7

N55A A ・B AA ・B
調 合種別 M55A ・BA ・BA ・BA ・B

M45A A ・B AA ・B

表
一4　試験要 因 記 号

一
覧表

乾燥 開 始材齢 （日）

1 2 4 7

N55N55 ・1dN55 −2己 N55・4dN55 ・7d
調合種別 M55M55 −ldM55 −2dM55 −4dM55 −7d

M45M45 −1dM45 ・2dM45 ・4dM45 −7d

乾燥 乾燥

密封

乾
燥

面

0　2　 4　 6　　 9　11　　　　　 1s201s 　　　　　 lI　9　　6　 4　 2　 0

一

P　＝ i［　＝ 1　＝ ＝ El

乾
燥

面

　　　　　 乾燥面 からの 深度 （crn ）

図
一1 含水率分布測定試験　供試体概要
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　は封かん状態 と して実験 A と同
一

環境下 で 乾

燥を開始 した
。

4）乾燥期間 1，2，4，7，14，28，56 お よび 91

　日で 質量を測定 し，質量減少 率 を求めた 。

5）材齢 91 日の 測定後，105℃ の 乾燥炉 で 乾燥 して

　絶乾質量 を求め ， 試験体 毎に材齢 91 日にお け

　る質量含水 率を求 めた 。

3． 実験結果お よび考察

3．1 試 験 コ ン ク リ
ー トお よびモ ル タ ル の 品質

　両試験 に 用 い た コ ン ク リ
ー

トお よび モ ル タ ル

試料の 品質は以 下の通 りで ある。

　（1）　フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ
ー ト試験結果

　試 験に供 した コ ン ク リ
ー

トの フ レ ッ シ ュ コ ン

ク リー ト試験結果 は表一5の 通 りで あ る。

　（2） 圧縮 強度試験結果

　標準養生 28 日お よび乾燥開始 時 の 圧縮 強度試

験結果を表一6に 示 す 。 こ こ で の 乾燥開始時圧縮

強度は ，封 か ん 養生円柱供試体強度 と し た 。

3，2　モ ル タル 含水率分布測定試験 （実験 A ）

　材齢 28 日 にお ける乾燥面 か らの 深度 （試験片

中心位 置） と含水率の 関係を図
一3 に 示す 。

　全て の 調 合にお い て，乾燥開始時期が 早 い 程

含水率は小 さな値を示 し， そ の 傾向 は供 試体中

2109876

（

器）

癬

蚤
如

0　　　　5　　　　10　　　 15　　　20
　 乾燥面 か らの 深 度　 （cm ＞

心近傍 に お い て も観察 される が ， 表 面近 傍程 顕

著で あ っ た 。 また ，乾燥 開始 時期お よび表層か

らの 深度が同
一

の 場合 の 含水率は，N55 が最 も

大 き く ， M55 が最も小 さい 傾向 にあ り，使用セ

メ ン トや 水 セ メ ン ト比 に よ り異 な る値 を示 した 。

打 設 面

厚さ　 厚さ　　厚 さ　　 厚さ
1．25cm 　Z5 ¢ m 　　5．Oem 　　 　10cm

図
一2　質量減少率試験

　 　 　 厚 さ
　 　 　 20ern

供試体概要

表 一5　フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ
ー

ト試験結果

Dcm

調 合種別
ス ラン プ

（  ）

空 気量

（％）

コ ン クリ
ー

ト温度

　　 （℃ ）

N55 18．5 4．7 2ZO

M55 19．5 3．7 23，0
M45 17．0 39 25，0

表一6　圧縮強度試験結果

乾燥闘 始時圧 縮強度 （Nノ 

2
）標準 28目

（N 〆 
2
＞1δ　　 2d　　 4d ？d

モルタル 4．6310919 ．226 ．233 ．5
N55

コ ンクリ
ー
ト 4，5295216 、6z2 ，233 ．8

モルタル 4，2472613 ，117 ．826 ，7
調 合 種別 M55

コ ンクリ
ート 42565311 ，614 ．025 ．4

モルタル 59412 ．219 ，826 ．540 ．4
M45

コ ンクリ
ート 5．8910 ．916822 ．340 ．2
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　なお これには，単位水量の 影響 も含まれ て い

る。試験 に供 した コ ン ク リ
ー ト調合間で の 単位

水量は最大 で 9kg／m3 異 なるが，こ れ を モ ル タ

ル 含水率に換算す る と約 LO％ の 差異 とな る c

　次 に，含水率分布状況 を調合別 に 比 較す る た

め に ， 乾燥 の 影響 を受 けに く い 供 試体 の 中 心 部

近傍 （深度 19cm） の 含水 率を基準 として ，各深

度にお ける含水率 との 差異 を調合毎に算定 した。

そ の 際 の 乾燥面 か らの 深度 と深度 19cm と の含

水率差異 との 関係を図一4 に示す 。 乾燥開始材齢

1 日の 場合，表層付近の 深度 lcm は ， 深度 19cm

よ りも 4％程度小 さな含水 率 を 示 し，こ れ は 調合

に因 らずほ ぼ
一

定で あ っ た。また ，全 て の 調 合

にお い て，乾燥 開始時期が遅 くな る程含水率差

異は小 さくな るが ， そ の 程度は ，調合に よ っ て

異な り， 乾燥 開始 材齢 7 日にお ける深度 lcm で

の含水率の 差異は N55 で 約 2．4％ ，
M55 で 3．3°1・ ，

M45 で 2．8％で あ っ た 。 こ の 様な調 合によ る違い

は ，深度が浅い 程顕著で あっ た。

　 次 に，乾燥開始時圧 縮強度 と深度 19cm との 含

水 率差異の 関係 を図
一5に示す。調合に よらず乾

燥開始時 の 圧 縮強度 と含 水 率差異 は ，ほ ぼ一致

し て い る こ とが確認 で き る。ま た ，乾燥開始時

の 圧縮強度が高 い 程含水 率 差異は小 さくなる傾

向がみ られ，深度が浅い 程そ の 傾 向は 大き い 。

　 各調合 に お い て 乾燥開始 時 の 圧 縮 強 度 が 約

5N！mrn2 ， お よび約 10N／mm2 とほ ぼ 購 で あっ た

デー
タを抽 出 し， 各深度に お け る 深度 19  含水

率 との 差異 を打点 し た，同
一

乾 燥開始強度に よ

る比較を図一6 に 示 す。図 に 示す様 に ，乾燥開始

時の 圧縮強度が同程度で あれば，使用セ メ ン ト

や水 セ メ ン ト比 ， 乾燥 開始時期が異な っ て も，

含水率 の 差異は ほ ぼ同
一
線上 に 打点され た 。 し

た が っ て
， 供試体中の 含水率分布 の 状態は，使

用セ メ ン トや 水セ メ ン ト比 の違 い に因 らず，乾

燥 開始 時 の 圧縮強度 の 影響 を大き く受けて い る

こ とが考えられ る。

　今回 の 試 験は モ ル タ ル を用い て実施 し た。こ

の 結果が実大部材の 含水率分布 を再現 し ， ほぼ

相似 して い ると考 える と ，
コ ン ク リー トを用 い
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図
一6　同

一乾燥開始 強度に よ る比較

る実構造物で は ， 単位容 積中 に 占め る モ ル タ ル

分が少 な い こ とか らセ メ ン ト種 別な どが 含水率

分布 に 与え る影響は比較的小 さい と推察 され る。

ま た ，乾燥開始圧 縮強度が 高い 程，含水率差異

は小 さくな る傾向が見 られ ， 深 度が 浅い 程そ の

傾向は強 い 。っ ま り，セ メ ン ト種別や 水 セ メ ン

ト比 に 関わ らず ，乾燥 開始時 の 圧縮強度が含水

率分 布に大きく影響す ると考え られ る、

3．3　厚 さの異な る供試体に よ る質t 減少率試

　　験 （実験 B ）

　 （1）質量減少率 と乾燥期間の 関係

　供試 体の 厚 さ別の モ ル タル お よび コ ン ク リ
ー

ト供試体 の 質量減少率 と乾燥期間の 関係 を図一

7 に 示す 。
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　 図
一7　質t 減少率 と乾燥期間の 関係

　各調 合にお い て 乾燥 開 始時期 が 早 い 程，質量

減少 率は大 きくなる傾向に あ り，そ の 値は 供試

体 の 厚 さが 薄 い 程 顕著で あ っ た。セ メ ン ト種別

にっ い て は普通 セ メ ン トよ りも中庸熱セ メ ン ト

が ， 水セ メ ン ト比 に つ い て は大 き い 程 質量減少

は 大 き くな っ た 。

　経時変化 に伴 う影響 を考察す る と ， 最も薄 い

厚 さ 1．25cm の 供試体の 場合 ， 乾燥開始 材齢 2 日

で は，乾燥初期にお ける質量減少 の 勾配が極 め

て 大 き く ， 乾燥 日数 7 日程度で そ の 勾配は 明確

に減少 し，さらに 乾燥 日数 28 日程度で ほ ぼ横這

い とな っ た。
一

方，乾燥 開始材齢 7 日では，初

期 の 質量減少率は小 さい が ，なだ らか に 質量減

少が進み 乾燥 日数 91 日で も減少傾向を示 した 。

こ れ は ， 乾燥 開始材 齢 2 日の 場合，乾燥開始時

の セ メ ン ト水和 率 が低 く ， 即ち ， 自由水量 が 多

い た め に ，初期に 著 し く水 分が逸散 し ， 乾燥 28

日程度で 平衡状態に達 した もの と推察 され る。

また ，厚 さ 2．5cm の 供試 体で もモ ル タル と コ ン

ク リ
ー

トの 違 い によ らず，乾燥速度こ そ異なる

が ， ほ ぼ同様 な傾 向 が 見 て とれ る。一方，厚 さ

5cm 以上 で は，上記 の 様 な乾燥 開始時期 に よる

明確な差異は認め られな い 。

　 （2）供試体厚さと単位質量変化量 の 関係

　質量変化 量を表面積体積比 SlV で 除 した値 を

単位質量変化量 と して算定 し， M55 の 乾燥 開始

　 　 lD　　　　　　 100
乾燥 日数 （日〉

材齢 1 日 と 7 日を例に 取 り，乾燥 日数 ごと に供

試体厚 さと単位質量変化 量の 関係 を図一8 に示

す。乾燥開始時期が早 い程単位質量変化量は大

き く，何れ の 乾燥 日数 に お い て も供試 体厚 さ と

単位 質量 変化 量 に は 比 例 関係 が 見 られ た 。な お

こ の 傾向は ，調合種別や乾燥開始時期に 因 らず，

全てで同
一

で あっ た 。ま た ，全供試体の 乾燥面

積 は
一定であ るた め，供試体厚 さtは体積表面積

比 VIS に
一
致す る 。 したが っ て ， 本条件 下 に お

け る単位質量変化量 と体積表 面積比 V〆S には比

例関係が成立 し て い る と考 え られ る。こ の 結果

は ， 各種実大形状部材で の 質量変化に 伴 う含水

率検討で の
一
助 とな る と思われ る。

　 　 　 単位 質 量変 化 量 （g／ma2 ／rm3 〕

−40000　　 −30eOO　　 −200eO　　 −10000　　　　 0

　 　 　 　 単位 質量 変 化 量 （9／ 
2
／anS ）

−40000 　　　　−30000 　　　　−20000　　　　−10000

冒
　
　
　一
　
　　
「
　
　　一

一
　
　
　一
　
　　
7
　
　　一

● 乾燥 1do

乾燥 2d

▲ 乾燥4d

△ 乾燥 7己
◆ 乾燥 14d

◇ 乾燥 28d

一一一回 一… 一

一　一一一一一一一一

　　　　　　　　一一一一一一7冒『　

一『一 一■

〔
巨）
掏

賢
量
抵
註

05000

　
50
　
00
　
50

1
　　　
1
　
　　
2
　
　　
20

　 05

・ 簟
1°°

窩
15°

叢
　 200　 茜

　 250

図一8　供試体厚 さと単位質1 変化量の 関係

一1335一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

　 14　　　　　　　　　　　　　　　　　 14

翻
・IO　 　＿10

謡 8　 軽 、

嵎 　 6Y

、　 爨
6

ミ 2　 ¢ 4

串。　　　　　　 ・

　 　 02468101214 　 0

　 コ ン ク リ
ー

ト質量 含 水 睾 （％ ＞　　　 O　　　 IO
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　乾燥 面か らの 深度
　 図

一9　コ ン ク リ
ー トと

　 モ ル タ ル の 含水率 比較

　 14　

　 12

（10v8

躡 6

佃 4

　 2

　 0

　 14　

　 12

（正0

§
　 8

哥 6K
　

く面 　4　
　 　
　 2
　 　

　 O
　 20　　　　　D　　　　　　　　1  　　　　　　　20　　　　　0　　　　　　　　10　　　　　　　20
（cm ＞　　 乾燥面か らの 深 度　 （cm ）　　 乾 燥 面 か らの 深 度 　 （cml

　 図
一10　実験 A と B の含水率比較

4．　 実験 A と実験 B の 結果比較

　 こ こ で は，実験 A ，B に て 得 られ た結果を モ ル

タ ル 含水率 の 尺度 か ら比 較する。

　そこ で ，実験 B にお け る材齢 91 日で の 乾 燥法

か ら求め た質量含水率 と材齢 28 日 か ら 91 日 で

の 質量減少量の 関係か ら ， 材齢 28 日 の 質量含水

率 を推定 し た。次 に，厚 さ 2．5cm 供試体 に お け

る コ ン ク リ
ー

トとモ ル タル の 含水率 の 関係 式 を

図
一9 の よ うに求め ，これ を用い て 厚 さ 5，0〜20

cm 供試体 の コ ン ク リ
ー

ト含水率をモ ル タル 含水

率に換算 した 。 さ らに ， 供試 体厚 さ の 中 心 ま で

の 距離 （砲 ） を乾燥面 か らの 深 度 と し て 取 り扱

い 含水 率分布 を求 めた 。

　上記に て 算出 し た実験 B の モ ル タル 含水 率 と

実験 A の 含水率 の 比較を図
一10に 示す。

　 い ずれ の 要因 にお い て も，深度が浅 い 程実験 A

と比較 して 実験 B の 含 水 率 は 低 くなる傾向 を 示

し たが，深度が 10cm 程度で は，実験 A と B の

含水 率は近似す る傾向 にあ っ た。これ は，実験 B

に お け る薄い 供試 体で は起 きえな い 深部か ら浅

部 へ の 水分移動 が 、厚 さ 40cm の 供試体を用 い た

実験 A で は 生 じ た こ と に よ る と考え られ る。こ

の 結果 ， 深度 の 浅 い 場合に実験 A と B で含水率

に 大きな差異が生 じた もの と考 え られ る。

5．　 まとめ

　中庸熱セ メ ン トを用い た コ ン ク リー トの含水

率分布 として ， 以下 の 知 見 を得た。

D 乾燥開始時期が早 い ほ ど ，
コ ン ク リ

ー
ト表 面

近傍 の含水 率の低下率は 大き い 。

2）使用 セ メ ン トや 水セ メ ン ト比 に 因 らず，乾燥

開始 時の 圧縮 強度 で含水率分布 の 傾 向を捉 える

こ とが 出来 る 。

3＞供試体厚 さが薄い 場合，乾燥開始時期が早 い

程乾燥速度が速 い 。厚 さ 5cm 以上 では，乾燥開

始時期 と 乾燥 速 度 に 明確 な 関係 は 認 め ら れ な い 。

4）単位 質量減少量 と体積表面積比 V ！S は比例関

係 にあ る。

　今後 ， 水 和率 や細 孔構造 が含水 率に与 え る影

響や 実大部材 で の 含水率 分布 が 圧縮 強度や 硬化

物 性に 与 え る影響に つ い て 検討 す る 予 定 で あ る。

　 なお ，本研 究は 安藤建設 ，大木建 設 ，西武建

設 ， 錢高組，大末建設 ，鉄建建 設，東亜建 設工

業，東洋建設 ， 長谷 工 コ
ーポ レ

ーション，三 井住友建設

の 10社 に よる共同研 究で あ る事 を こ こ に示す ，
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ご 指 導下 さ
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